
新年を迎える喜びを感じながら

　12月31日、忍城址鐘楼付近で毎年恒例のイベント「行田ゆ
く年くる年」が行われました。
　除夜の鐘を突いて新年を迎えようと、家族連れやカップルなど
大勢の方が忍城址を訪れ、今回も鐘楼の前には長蛇の列ができ
ていました。いよいよ鐘を突く順番が来ると、誰もが新年を迎え
ることができる喜びを感じながらうれしそうな表情を浮かべ、思
い思いに鐘を鳴らしていました。

新たな門出を祝して

　1月13日、産業文化会館で「平成25年行田市新成人を祝う
会」が行われました。
　大人として新たな門出を祝福するために開催されたこの催
しに、晴れ着姿の新成人671人が参加。会場では、旧友と久し
ぶりに再会したり、中学時代の様子が収められたスライドが上
映されたりすると、あちこちから歓声が沸き起こりました。その
喜び溢れる姿から、これからの社会を担っていくために必要な、
はつらつとした力がみなぎっている様子が感じ取れました。

いつまでも生き生きと

　12月19日、「みらい」文化ホールで浮城シニアクラブ
連合会主催「第1回いきいき芸能発表大会」が、約380
人の参加のもと開催されました。
　この催しは、同連合会に所属している各クラブの活動を
幅広い年代に見てもらうとともに、ふれあいの輪を広め、
生きがいをさらに高めることを目的としたもの。ステージ
上でカラオケ、民謡、舞踊、ダンスなどを披露する出演者は、
充実したセカンドライフを送っているようでした。

思い出に残る貴重な体験

　1月12日、中央公民館で第27回少年少女将棋大会が開催さ
れ、市内の小・中学生86人が個人戦および団体戦に分かれて、
熱戦を繰り広げました。
　当日は特別ゲストとして、棋士の加藤一二三九段と本市出身
の矢内理絵子女流四段が参加し、子供たちの手に汗握る対局を
見守っていました。
　また、矢内さんとの多面指しや加藤さんによる決勝戦の対局
解説も行われるなど、参加した子供たちは思い出に残る体験をし
ていました。

Gyoda City Photo Studio
2013

2013 年の幕開け

　1月1日、古代蓮会館で「2013年～タワーから
ご来光～『初日の出』」が行われ、展望室から初日
の出を一目見ようと、早朝から大勢の方が訪れました。
　雲の切れ間から太陽が顔を出すと、歓声を上げる
観客たち。デジタルカメラやスマートフォンで記念撮
影をしたり、新たな年の幸せを願ったりと、家族や友
人らと輝かしい新年の幕開けを迎えていました。

忍城おもてなし甲冑隊が白河市長を表敬訪問

　1月18日、忍城おもてなし甲冑隊の成田長親、
甲斐姫、柴崎和泉守が、鈴木白河市長を表敬訪問
しました。
　白河市の名所や旧跡をはじめ、本市との歴史的
なつながりや、映画「のぼうの城」の話題などで大
いに盛り上がりました。今後も、本市と白河市は相
互に交流を深めていくことでしょう。

大盛況の「ぎょうだ“夢”まつり」

　12月23日、古代蓮の里で「2012ぎょうだ“夢”
まつり～食と農・環境と光のページェント～」が開催され
ました。
　この催しは、Ｂ級グルメ大会、農業祭、軽トラ市、環
境フェスタを同時開催したもので、約25,000人が訪れ
ました。また、ゼリーフライ王者を決める「ゼリーフライ
選抜総選挙」や古代蓮の里イルミネーション点灯式も行
われるなど、1日を通して楽しむことのできる多種多様
なイベントに、来場者は大いに満足していました。

さらなる安心・安全な行田へ

　1月12日、産業文化会館、市役所前および水城公園で「平
成25年行田市消防出初式」が行われました。
　この催しは、安心・安全な行田を担う消防職団員の結束を
さらに強くすることを目的としたもの。消防職団員の服装規
律点検や一斉放水訓練をはじめ、恒例となった鳶組合による
はしご演技などを一目見ようと、多くの観客が会場を訪れま
した。この式が、市民の皆さんの防火防災意識をさらに高め
るきっかけとなったことでしょう。
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今
月
は
、
東
京
農
業
大
学
第
三
高
等
学
校
弓
道
部

に
所
属
し
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平
成
24
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れ
た
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選
抜
弓
道
大
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下
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大
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団
体
3
位
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原
動
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た
杉
田
文
太
さ
ん
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紹

介
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ま
す
。

　

高
校
か
ら
弓
道
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め
た
杉
田
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。
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。
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弓
道
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介
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そ
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す
。
杉

田
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。
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。
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感
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あ
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習
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○2月1日㈮〜28日㈭に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、3月4日㈪午前11時から市役所203会議室で公開抽選を行
います。　

平成24年4月生まれの
お子さんを募集します
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。
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介
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縫
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迎
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。
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が
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地
を
使
い
、
各
自
の
ペ
ー
ス
で

世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
み
の
一
つ
で
、
夢
中
に

な
っ
て
針
を
進
め
る
傍
ら
、
料
理
や
孫
の
話
に
花

を
咲
か
せ
る
な
ど
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
の
話

題
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
自
分
が
若
い
こ
ろ
に
着
た

着
物
や
、
母
親
の
着
物
の
残
り
布
な
ど
、
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
布
を
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
も
魅
力
で
す
。
「
捨
て
ら
れ
ず
、
た
ん
す
に
し

ま
い
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
布
で
も
、
別
の
作
品

に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
、
い
つ
も
そ
ば
に
置
い

て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
う
れ
し
そ
う
に
語
り
ま
す
。

　

作
品
は
、
自
分
で
使
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
子

ど
も
や
孫
、
友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。
贈
る
相
手
の
喜
ぶ
顔
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
作
る
こ
と
で
、
作
品
へ
の
思
い
入

れ
が
よ
り
一
層
深
ま
る
そ
う
で
す
。

　

小
さ
な
生
地
の
切
れ
端
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な

い
、
立
派
な
作
品
が
出
来
上
が
る
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
。
「
一
見
難
し
そ
う
で
す
が
、
一
針
縫
え
れ

ば
、
あ
と
は
ひ
た
す
ら
そ
れ
を
繰
り
返
す
だ
け
な

の
で
、
手
芸
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
て
も
大
丈

夫
。
あ
き
ら
め
ず
、
こ
つ
こ
つ
続
け
る
こ
と
が
大

事
で
す
」
と
語
る
皆
さ
ん
は
、
今
日
も
大
好
き
な

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
囲
ま
れ
て
、
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　
橘
☎
5
5
6
―
6
0
4
7

須加公民館パッチワーククラブ
〜大切な思い出を継ぎ合わせて〜

平成 24 年

2月生まれの
おともだち

新
井
　
心し

龍り
ゅ
うち

ゃ
ん（
埼
玉
）

父
・
正
俊
さ
ん　

母
・
真
紀
さ
ん

平
成
24
年
2
月
14
日
生
ま
れ

「
兄
弟
仲
良
く
ね
♡
」

角
田
　
篤あ
つ

紀き

ち
ゃ
ん（
藤
原
町
）

父
・
昌
靖
さ
ん　

母
・
久
美
子
さ
ん

平
成
24
年
2
月
2
日
生
ま
れ

「
ス
ク
ス
ク
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡
」

加
部
　
颯そ
う
た大

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父・政
行
さ
ん　

母・愛
子
さ
ん

平
成
24
年
2
月
8
日
生
ま
れ

「
笑
っ
て
泣
い
て
大
き
く
な
あ
れ
！
」

堀
口
　
愛あ
い
な奈

ち
ゃ
ん（
中
央
）

父
・
豊
さ
ん　

母
・
安
弥
子
さ
ん

平
成
24
年
2
月
13
日
生
ま
れ

「
お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡
」

池
崎
　
望み
ら
い来

ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
康
裕
さ
ん　

母
・
久
美
子
さ
ん

平
成
24
年
2
月
29
日
生
ま
れ

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
！
」
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▼
日
時　
3
月
10
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
午
後
0
時
30
分　

▼
場
所　
産

業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
忍

城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
活
躍
す
る
戦
国
武
将
隊

に
よ
る
演
舞
な
ど　

▼
入
場
無
料　

▼
そ
の
他　
演
舞
終
了
後
、
忍
城
址

で
武
将
隊
に
よ
る
お
も
て
な
し
を
行

う　

▼
問　
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
（
内
線
3
7
9
）

　

市
内
在
住
の
外
国
人
の
方
と
、
国

際
交
流
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
2
月
22
日
㈮
午
後
6
時
～

8
時
30
分　

▼
場
所　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
調
理
室
・
学
習
室　

▼
内

容　
①
世
界
の
料
理
を
食
べ
な
が
ら

市
内
在
住
の
外
国
人
と
の
交
流 

②

世
界
を
舞
台
に
活
動
し
て
い
る
本
市

出
身
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
に
よ
る

講
演　

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
方　

▼
定
員　

30
人

（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

1
0
0

円　

▼
�　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

▼
�
・
問　

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
法
人
営
業
埼
玉
支
店

担
当
小
野
坂
☎
0
4
8
―
6
4
4
―

5
3
1
3

▼
日
時　

2
月
24
日
㈰
【
1
回

目
】
午
後
2
時
～
4
時
10
分
【
2
回

目
】
午
後
6
時
～
8
時
10
分　

▼
場

所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼

内
容　

映
画
「
核
の
な
い
21
世
紀

を
」「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ハ
ー
ト
」

の
2
作
品
を
上
映
す
る　

▼
定
員　

5
0
0
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
無

料
※
入
場
整
理
券
が
必
要　

▼
入
場

整
理
券
配
布　
北
埼
教
育
会
館
に
電

話
で
請
求　

▼
主
催　
行
田
映
画
の

会　

▼
後
援　
行
田
市
、
行
田
市
教

育
委
員
会　

▼
問　
　

同
会
館
☎

5
5
3
―
0
7
4
4

▼
日
時　
3
月
3
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
1
研
修
室　

▼
内
容　
ひ
な
ま
つ
り
ク
ッ
キ
ー
作

り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど　

▼

対
象　
子
育
て
中
の
方
お
よ
び
子
育

て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方　

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
大

人
1
0
0
円
、
子
ど
も
50
円
（
材
料

代
）　

▼
�
・
問　
2
月
6
日
㈬
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎

5
5
0
―
7
6
2
0

▼
日
時　
3
月
9
日
㈯
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
曲
目　
「
シ
ン
グ
・
シ

ン
グ
・
シ
ン
グ
」「
ギ
ン
ガ
ム
チ
ェ

ッ
ク
」
ほ
か　

▼
入
場
無
料　
▼
主

催　
中
央
小
学
校　

▼
後
援　
行
田

市
教
育
委
員
会
、
吹
奏
楽
部
保
護
者

会　

▼
そ
の
他　
忍
中
学
校
の
生
徒

や
同
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
も
出
演　

▼
問　

同
校
☎
5
5
4
―
5
5
5
1

▼
日
時　
2
月
24
日
㈰
午
前
11
時
～

正
午
、
午
後
2
時
45
分
～
3
時
45
分

（
２
回
公
演
）
※
雨
天
中
止　

▼
場

所　
忍
城
址　

▼
出
演　
潮
崎
ひ
ろ

の
さ
ん
（
市
内
在
住
の
歌
手
）　

▼

観
覧
無
料　
▼
主
催　
㈲
ポ
ッ
プ
企

画　

▼
問　

同
企
画
☎
5
5
4
―

0
7
8
9

号
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
E
メ
ー

ル
で
地
域
づ
く
り
支
援
課
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
5
5
6
―
3
0
8
3
【
E
メ
ー

ル
】chiikizukuri@

city.gyoda.
lg.jp※

電
話
で
の
申
し
込
み
も
可　

▼
問　
同
課
（
内
線
2
5
3
）

▼
日
時　
3
月
9
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

▼
場
所　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　

▼
内
容　
立
正
大

学
生
に
よ
る
人
形
劇　

▼
定
員　
50

人
（
先
着
順
）　

▼
対
象　
幼
児
～

大
人　

▼
参
加
無
料　

▼
�
・
問　

直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎

5
5
4
―
5
7
0
6

▼
期
日　
2
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
▼

場
所　
市
内
お
よ
び
熊
谷
市
内　

▼

内
容　

日
中
は
市
内
を
観
光
し
て

街
を
巡
り
、
夜
は
熊
谷
市
で
街
バ

ル
（
飲
み
歩
き
）
を
す
る　

▼
参
加

費　

4
千
円　

▼
主
催　

彩
北
ト

ラ
バ
ル
実
行
委
員
会　

▼
そ
の
他　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

saitam
a-akinaibar.jp

）
ま
た
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（http://w

w
w
.

facebook.com
/gyoudabar

）

イ
ベ
ン
ト

彩
北
ト
ラ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
人
形
劇

戦
国
武
将
隊
イ
ベ
ン
ト

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

か
ら
、ま
も
な
く
2
年
　「
核
」

の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

～
行
田
か
ら
世
界
へ
、

　
　
　
　
世
界
か
ら
行
田
へ
～

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
ひ
な
ま
つ
り
交
流
会

中
央
小
学
校
吹
奏
楽
部

演
奏
会

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
♪
震
災
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
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▼
日
時　

2
月
17
日
㈰
午
前
10
時

開
演　

▼
場
所　

持
田
公
民
館　

▼
内
容　

劇
「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の

旅
」、
ふ
し
ぎ
と
笑
い
の
手
品
、
絵

本
と
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
人

形
劇
「
こ
び
と
の
笛
」「
か
さ
じ
ぞ

う
」　

▼
対
象　
幼
児
～
大
人　

▼

参
加
無
料　

▼
主
催　

こ
ど
も
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会　

▼

後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼

問　

行
田
お
や
こ
劇
場
事
務
局
☎

0
9
0
―
3
8
1
6
―
5
3
7
4

▼
日
時　

3
月
2
日
㈯
～
4
日
㈪

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分
（
4

日
は
午
後
3
時
ま
で
）　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し

ろ　

▼
内
容　

各
公
民
館
の
和
紙

絵
講
座
の
受
講
生
に
よ
る
作
品
展　

▼
入
場
無
料　

▼
問　

長
谷
川
☎

5
5
7
―
0
0
7
3

▼
日
時　

2
月
20
日
㈬
午
後
2
時

～
3
時
15
分　

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
学
習
室　

▼
内
容　
千
葉

聖せ
い

浩こ
う

さ
ん
（
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

熊
谷
支
局
総
務
課
長
）
に
よ
る
講
演

「
あ
な
た
の
職
場
は
大
丈
夫
？
（
職

場
内
で
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
）」　

▼
対
象　
市
内
の
事
業
主
お
よ
び
人

事
担
当
の
方　

▼
定
員　
60
人　

▼

参
加
無
料　
▼
�
・
問　
人
権
推
進

課
（
内
線
2
2
1
）

▼
日
時　
2
月
21
日
㈭
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

▼
場
所　
「
み
ら

い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
①
柴

由
之
さ
ん
（
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
埼
玉
支
部
長
、

司
法
書
士
）
に
よ
る
講
演
「
障
が
い

者
の
権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度
」

②
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
あ
ん

し
ん
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）
に
つ
い
て　

③
障
害
者
虐
待
防
止
と
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て　

▼
参
加
無
料　

▼
問　
福
祉
課
（
内
線
2
6
5
）

▼
日
時　
3
月
6
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　
市
民
プ
ラ
ザ

か
ぞ
3
0
1
会
議
室
A
・
B
・
C（
加

須
市
中
央
2
―
4
―
17
）　

▼
内
容　

高
橋
良
臣
さ
ん
（
登
校
拒
否
文
化
医

学
研
究
所
所
長
、
臨
床
心
理
士
）
に

よ
る
講
演
「
ひ
き
こ
も
る
青
年
の
心

理
と
家
族
の
対
応
」　

▼
対
象　
お

お
む
ね
18
歳
以
上
で
、
精
神
疾
患
や

発
達
障
害
が
な
い
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
方
の
家
族
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
心

の
あ
る
方
お
よ
び
関
係
者　

▼
定

員　
70
人　

▼
参
加
無
料　
▼
�
・

問　
2
月
28
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
加

須
保
健
所
☎
0
4
8
0
―
6 

1
―

1
2
1
6

▼
日
時　
2
月
24
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

▼
場
所　
中
央
公

民
館
第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容　
①
黄
綿
正
人
さ
ん
（
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
指
導
員
）
に
よ
る
講

演
「
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
、
節
電

の
ス
ゴ
技
」
②
國
井
範
彰
さ
ん
（
行

田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
代
表
）

に
よ
る
講
演
「
う
ち
エ
コ
診
断
の

ご
紹
介
」　

▼
対
象　

市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
方　

▼
定
員　

50

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料　
▼

主
催　

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム　

▼
�
・
問　
中
村
☎
0
9
0
―

1
7
7
8
―
4
0
6
2

▼
日
時　
2
月
13
日
㈬
午
後
2
時
～

4
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

4
0
3
研
修
室　

▼
内
容　
労
働
契

約
法
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
な
ど

の
改
正
点　

▼
定
員　
40
人　

▼
参

加
無
料　
▼
�
・
問　
行
田
商
工
会

議
所
☎
5
5
6
―
4
1
1
1

　

行
田
市
鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
で
は
、
大
会
運
営
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

▼
活
動
日
時　
4
月
7
日
㈰
午
前
6

時
30
分
～
正
午
ご
ろ　

▼
活
動
場
所　

古
代
蓮
の
里　

▼
内
容　
参
加
者
受

け
付
け
や
選
手
誘
導
な
ど　

▼
対
象　

15
歳
以
上
の
方　

▼
そ
の
他　
3
月

下
旬
に
事
前
説
明
会
を
実
施　

▼

�
・
問　
3
月
1
日
㈮
ま
で
に
同
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
内
）
☎
5
5
6
―
8
3
3
6

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

第
19
回
こ
ど
も

　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

和
紙
絵
作
品
展

第
35
回
事
業
所
人
権

教
育
研
修
会

見
守
る
・
見
つ
け
る
・
支
え
あ
う
地
域
を
目
指
し
て

障
害
者
の
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
・

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
13
回
公
開
学
習
会

鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

改
正
法
を
斬
る
―
経
営
に
役

立
つ
改
正
法
の
使
い
方
―

募

　
　集

講
演
・
講
習
会
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▼
日
程　

①
5
月
3
日
㈮
忍
城
址

東
門
～
小
田
原
市 
②
5
月
4
日
㈯

小
田
原
市
～
富
士
市 
③
5
月
5
日

㈰
富
士
市
～
名
古
屋
市 
④
5
月
6

日
㈪
名
古
屋
市
～
桑
名
城
址
九
華
公

園
※
日
程
は
目
安　

▼
内
容　
友
好

都
市
の
き
ず
な
が
一
層
深
ま
る
こ
と

を
願
い
、
本
市
と
桑
名
市
間
（
約

4
6
0
㎞
※
1
区
間
は
5
㎞
～
15
㎞

程
度
）
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
リ
レ
ー
で

つ
な
ぎ
、
友
好
の
た
す
き
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
る　

▼
参
加
費　
宿
泊

代
ほ
か
※
途
中
参
加
の
場
合
は
交

通
費
な
ど　

▼
後
援　

行
田
市
体

育
協
会
ほ
か　

▼
そ
の
他　

都
合

の
よ
い
日
の
み
の
参
加
可
。
担
当

す
る
区
間
へ
の
移
動
は
送
迎
バ
ス

を
利
用　

▼
�
・
問　

3
月
20
日

㈬
ま
で
に
E
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話

で
実
行
委
員
会
事
務
局
【
E
メ
ー

ル
】gyoudarc@

gol.com

村
上

☎
5
5
3
―
2
4
8
3
ま
た
は
佐
藤

☎
5
5
5
―
3
5
2
5

幹
部
候
補
生

▼
受
付　
2
月
1
日
㈮
～
4
月
26
日

㈮　

▼
対
象　
日
本
国
籍
を
有
し
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
①
22
歳

以
上
26
歳
未
満
で
大
学
を
卒
業
し
た

方 

②
22
歳
未
満
で
大
学
を
卒
業
見

込
み
の
方 

③
28
歳
未
満
で
大
学
院

で
学
位
を
受
け
た
方
（
取
得
見
込
み

を
含
む
）　

▼
試
験　
5
月
11
日
㈯
、

12
日
㈰
※
12
日
は
筆
記
式
操
縦
適
性

検
査
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
希
望
者
の
み
）

予
備
自
衛
官
補

▼
受
付　
4
月
3
日
㈬
ま
で　

▼
対

象　
【
一
般
】
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方
【
技
能
】
18
歳
以
上
で
保
有
す

る
技
能
に
応
じ
53
～
55
歳
未
満
の
方　

▼
試
験　
4
月
12
日
㈮
～
15
日
㈪
の

１
日

▼
そ
の
他　
随
時
採
用
説
明
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。　

▼
資
料
請
求
・
問　

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地

域
事
務
所
（
〒
3
6
0
―
0
0
3
7 

熊
谷
市
筑
波
3
―
90
―
1 

国
際
ビ

ル
2
階
）
☎
5
2
2
―
4
8
5
5

▼
日
時　
3
月
16
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　

県
立
羽
生
実
業

高
等
学
校　

▼
講
座
名　
コ
サ
ー
ジ

ュ
づ
く
り　

▼
対
象　
一
般　

▼
定

員　

15
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料　

3
0
0

円　

▼
�　

往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
講
座
名
を
記
入

し
、
3
月
1
日
㈮
ま
で
に
県
立
羽
生

実
業
高
等
学
校
農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講

座
係
（
〒
3
4
8
―
8
5
0
2 

羽

生
市
羽
生
3
2
3
）　

▼
問　
同
校

☎
5
6
1
―
0
3
4
1

初
級
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容　
木
造
建
築
に
か
か
わ
る
設

計
、
制
作
、
修
復
な
ど
を
基
礎
か
ら

学
ぶ　

▼
定
員　
5
人

日
曜
大
工
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容　
趣
味
と
実
益
の
た
め
に
木

工
の
基
礎
技
能
を
習
得
す
る　

▼
定

員　
15
人

▼
そ
の
他　
受
講
料
・
詳
細
に
つ
い

て
は
も
の
つ
く
り
大
学
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

▼
�
・
問　
2
月

28
日
㈭
ま
で
に
同
大
学
建
設
学
科
事

務
☎
5
6
4
―
3
8
4
9
（
月
～
金

曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

▼
日
時　
2
月
23
日
～
3
月
23
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
7

時
～
8
時
15
分　

▼
場
所　
「
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

▼
対
象　

小
学
生
以
上　

▼
費
用　
【
中
学
生

以
下
】
1
千
5
0
0
円
【
高
校
生
以

上
】
2
千
5
0
0
円
（
保
険
料
な
ど

を
含
む
）　

▼
服
装　
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
エ
ア
な
ど
運
動
の
し
や
す
い
服

装　

▼
持
ち
物　
タ
オ
ル　

▼
主
催　

行
田
市
少
林
寺
拳
法
連
盟　

▼
�　

2
月
9
日
㈯
・
16
日
㈯
午
後
6
時
～

7
時
に
費
用
を
添
え
て
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
ロ
ビ
ー　

▼
問　
同
連
盟
島

田
☎
5
8
8
―
4
6
9
4
ま
た
は
☎

0
9
0
―
4
6
6
5
―
0
9
0
1

▼
日
時　
5
月
上
旬
～
9
月
下
旬
の

原
則
毎
週
火
曜
日
午
後
3
時
～
4
時

30
分
（
祝
日
お
よ
び
夏
季
休
業
中
は

休
講
）　

▼
場
所　
県
立
羽
生
高
等

学
校　

▼
内
容　
【
W
o
r
d
入
門
】

ロ
ー
マ
字
入
力
で
基
本
的
な
操
作
を

学
習
し
、
文
書
や
書
類
作
成
を
行
う　

▼
受
講
料　

1
千
7
5
0
円
（
テ

キ
ス
ト
代
、
教
材
費
が
別
途
必
要
）　

▼
�　

同
校
事
務
室
で
3
月
1
日
㈮

か
ら
配
布
す
る
「
特
別
講
座
受
講
案

内
」
を
参
照
の
上
、
所
定
の
応
募
は

が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
3
月

15
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

同
校
（
〒
3
4
8
―
0
0
3
1 

羽

生
市
加
羽
ヶ
崎
3
0
3
―
1
）　

▼

問　
同
校
☎
5
6
1
―
0
7
1
8

防
衛
省
自
衛
官

少
林
寺
拳
法
教
室

行
田
市
・
白
河
市
・
桑
名
市
友
好

都
市
15
周
年
記
念「
絆
」リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

県
立
羽
生
高
等
学
校

平
成
25
年
度
特
別
講
座
受
講
生

農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

も
の
つ
く
り
大
学

「
も
の
づ
く
り
市
民
工
房
」

講
座
・
教
室
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行
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
マ
ス

タ
ー
ズ
水
泳
大
会

▼
日
時　
3
月
3
日
㈰
【
午
前
】
ジ

ュ
ニ
ア
水
泳
大
会
【
午
後
】
マ
ス
タ

ー
ズ
水
泳
大
会　

▼
場
所　
市
民
プ

ー
ル　

▼
種
目　

自
由
形
、
平
泳

ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
個
人

メ
ド
レ
ー
、
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
※
1
人
1
種
目
ま
で
（
個
人

メ
ド
レ
ー
、
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
を
除
く
）　

▼
対
象　
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼
参

加
費　

2
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）　

▼
主
催　
行
田
市
水
泳
連
盟　

▼
後

援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会　

▼
�　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
2
月
9
日
㈯
午
後
6

時
～
7
時
に
参
加
費
を
添
え
て
、
市

民
プ
ー
ル
2
階
会
議
室
に
持
参　

▼

問　
同
連
盟
事
務
局
関
根
☎
5
5
4

―
1
6
7
7

▼
日
時　
3
月
14
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
4
時
（
正
午
～
午
後
1
時
を

除
く
）　

▼
場
所　
忍
・
行
田
公
民

館　

▼
内
容　
全
血
献
血　

▼
持
ち

物　
献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）　

▼
主
催　
行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▼
問　
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
☎
5
2
5
―
1
3
7
1

　

古
代
蓮
の
里
売
店
で
は
、
弁
当
の

ほ
か
食
品
、
蓮
に
関
連
す
る
雑
貨
な

ど
の
商
品
の
販
売
を
希
望
す
る
業
者

を
募
集
し
ま
す
。　

▼
応
募
資
格　
次
の
①
～
④
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
業
者 

①
市
内
に

事
業
所
を
置
い
て
い
る
こ
と 

②
来

園
者
の
利
便
に
供
す
る
も
の
を
販
売

で
き
る
こ
と 

③
一
年
を
通
じ
継
続

的
に
商
品
を
出
品
で
き
る
こ
と 

④

法
人
税
ま
た
は
市
県
民
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と　

▼
応
募
締
切　
2
月

28
日
㈭
午
後
4
時
ま
で

　

2
月
16
日
㈯
と
3
月
2
日
㈯
は
、

全
施
設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
。

　

2
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
は
、
全
施

設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。 古

代
蓮
の
里
売
店
出
店

登
録
業
者
募
集

産
業
文
化
会
館
臨
時
休

館
の
お
知
ら
せ

商
工
セ
ン
タ
ー
臨
時
休

館
の
お
知
ら
せ

そ

　の

　他

申し込み・問い合わせ

http://www.iki iki-zaidan.or.jp/index.html

㈶行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

市民プール　アルバイト・パートスタッフ市民プール　アルバイト・パートスタッフ

職　　種 勤　務　時　間 募集人数・対象 時　給 申し込み・問い合わせ

市民プール
監視・施設管理
スタッフ

◦月～金曜日(祝日を除く)の午前
9時30分～午後6時30分
※午前9時30分～午後1時のみ、

午後1時～6時30分のみ可
◦午後6時30分～9時30分

※時間応相談
※週3日程度のローテーション勤務

若干名
※高校生以上の方(満15歳

になって最初の3月31日
を迎えている方)

※泳げる方(25m程度)
※監視員経験者歓迎
※試用期間(2カ月間)あり

【高校生】
780円

【一般・学生】
800円
※試用期間は

780円

2月20日㈬までに、履歴書
（写真貼付）を市民プール窓
口へ提出してください。
※選考方法は書類審査およ

び面接試験
※2月下旬に面接予定
市民プール(本丸3―5)
☎555―2455

	行田市の人口と世帯	 人口85,824人　男42,718人　女43,106人　世帯数33,540世帯
	（平成25年1月1日現在）	 12月中の異動　出生45人　転入等172人　死亡97人　転出等215人住民基本台帳人口

献
　
　
血
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｢子ども大学ぎょうだ｣へ GO! GO! GO!

2
FEB.2013

No.800

特集　子供たちの知的好奇心を刺激する
P.2

市役所がリニュアールしました P.6

市 内 循 環 バ ス市 内 循 環 バ ス
し ない じゅん かんし ない じゅん かん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　市
し

内
ない

の公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

や観
かん

光
こう

スポットを6コースに分
わ

け、市
し

内
ない

をくま
なく運

うん

行
こう

している市
し

内
ない

循
じゅん

環
かん

バス。通
つう

勤
きん

・通
つう

学
がく

の手
しゅ

段
だん

としての利
り

用
よう

も増
ふ

え、平
へい

成
せい

24年
ねん

4月
がつ

から12月
がつ

まで、延
の

べ14万
まん

人
にん

を超
こ

える人
ひと

が利
り

用
よう

したというから大
だい

活
かつ

躍
やく

だね。
　映

えい

画
が

「のぼうの城
しろ

」の公
こう

開
かい

に合
あ

わせ、観
かん

光
こう

客
きゃく

をおもてなしする
気
き

持
も

ちを込めて、小
しょう

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

のみんなに「故
ふる

郷
さと

ぎょうだ」をイメー
ジした絵

え

を描
か

いてもらい、観
かん

光
こう

拠
きょ

点
てん

循
じゅん

環
かん

コースのバスにラッピン
グしたよ。とても愛

あい

らしいバスになっているから、ぜひ乗
の

ってみ
てね。市

し

内
ない

循
じゅん

環
かん

バスに乗
の

って行
ぎょう

田
だ

を「ぐるっと」巡
めぐ

れば、新
あたら

しい
行
ぎょう

田
だ

を発
はっ

見
けん

できるかも。

　1月13日、産業文化会館で「平成25年行田市新成人を祝う会」が
行われました。華やかな着物姿やスーツ姿の新成人が参加し、クラ
スメートとの久しぶりの再会や二十歳の門出を喜んでいました。
（関連記事16ページ）

　

江
戸
時
代
、
江
戸
（
東
京
）
か
ら
忍
城
へ
の

道
の
り
は
、
中
仙
道
を
通
り
、
鴻
巣
か
ら
日
光

館
林
道
に
入
る
ル
ー
ト
で
し
た
。
同
街
道
は
、

堤
根
の
堀
切
橋
を
渡
っ
て
行
田
市
域
に
入
り
、

石
田
堤
沿
い
に
北
上
す
る
幹
線
道
路
で
、
江
戸

時
代
に
は
石
田
堤
の
上
に
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
、

街
道
沿
い
に
松
並
木
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
江
戸
時
代
の
マ
ツ
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
補
植
さ
れ
た
マ
ツ
が
当
時
の
面
影

を
残
し
て
お
り
、「
石
田
堤
の
並
木
」
と
し
て
市

の
指
定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
街
道
は
、
堤
根
か
ら
樋
上
、
下
忍
を
抜
け

て
佐
間
に
通
じ
て
い
て
、
下
忍
と
佐
間
の
村
境

に
は
、
道
の
両
側
に
一
里
塚
が
築
か
れ
て
い
ま

し
た
。
一
里
塚
は
、
塚
の
上
に
マ
ツ
や
エ
ノ
キ

を
植
え
て
距
離
を
示
す
「
里り

程て
い

標ひ
ょ
う」
の
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、
夏
は
木
陰
で
休
息
を
取
り
、
冬

は
寒
風
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
、
道
中

の
休
息
所
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
、

東
側
の
塚
だ
け
が
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｏ
株
式
会
社
の

工
場
内
に
保
存
さ
れ

て
お
り
、
県
の
指
定

史
跡
「
一
里
塚
」
と

忍
城
物
語

江
戸
時
代
の
忍
城
を
歩
く
3

　南
か
ら
城
内
へ

行田

歴
史
系
譜

11

227

し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
街
道
は
さ
ら
に
北
上
し
、
江
戸
時
代
に
茶

屋
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
い
げ
た
製
菓
の
前

を
通
り
、
妙
音
寺
の
北
東
側
を
回
っ
て
、
佐
間

の
立た

て

場ば

に
続
い
て
い
ま
し
た
。
い
げ
た
製
菓
の

前
か
ら
は
、
騎
西
に
至
る
道
が
分
岐
し
て
い
て
、

そ
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
た
道
標
が
、
現
在
、
郷

土
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
間
の
立
場
は
、
現
在
の
そ
ば
処
新
井
屋
の

前
に
あ
り
、
同
街
道
の
休
憩
所
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
参
勤
交
代
な
ど
で
江
戸
か
ら
忍
城
に
帰

る
城
主
の
行
列
は
、
こ
の
立
場
で
隊
列
を
整
え

城
下
に
向
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
立
場
か
ら
小
道
を
西
に
入
っ
た
所
に
、
市

の
浮
き
城
の
ま
ち
景
観
賞
を
受
賞
し
た
「
割わ

り

役や
く

庄し
ょ
う

屋や

表お
も
て

門も
ん

」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
元
佐
間
村

の
庄
屋
宅
に
は
、
忍
城
主
が
休
憩
を
取
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
「
上
段
之
間
」
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

同
街
道
は
、
立
場
か
ら
は
現
在
の
県
道
行

田
蓮
田
線
と
同
じ
ル
ー
ト
を
た
ど
り
、
蛇
行

し
て
佐
間
天
神
社
の
神
門
前
を
抜
け
、
天
満

稲
荷
神
社
の
所
に
あ
っ
た
八
軒
口
か
ら
城
下

へ
と
通
じ
て
い
ま
し
た
。
城
主
の
行
列
は
、

そ
こ
か
ら
大
手
門
、
沼
橋
門
を
通
っ
て
城
内

に
入
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

一里塚

市報変更のお知らせ
　より見やすく読みやすい市報を目指し、今月号から
文字を大きくするとともに、ユニバーサルデザインを
考慮した書体に変更しました。今後とも、市民の皆さ
んに親しまれる広報紙を作成していきます。


